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岩
谷
十
八
夜
観
音
例
祭

　
８
月
１８
日
、
岩
谷
地
区
に
あ
る
岩
谷
十
八
夜

観
音
で
例
祭
が
行
わ
れ
、
残
暑
の
厳
し
い
中
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

思
い
思
い
の
願
い
を
込
め
て

　
例
祭
の
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
火
渡
り
」
の

儀
式
は
修
験
者
の
修
行
の
一
環
で
あ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
儀
式
は
、
住
職
の
吹
く
法ほ

螺ら

貝
の
音
を
合
図

に
始
ま
り
ま
す
。
住
職
が
祈
祷
を
行
っ
た
の

ち
、
境
内
中
央
に
つ
み
上
げ
ら
れ
た
護ご

摩ま

木き

に

火
が
放
た
れ
る
と
、
勢
い
良
く
燃
え
上
が
り
ま

し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
火
の
勢
い
が
弱
ま
る

と
、
燃
え
た
護
摩
木
の
上
に
角
材
を
敷
い
て
塩

【１】入口付近には多くの上り旗がたちました。　【２】～【４】厳しい暑
さの中、多くの参拝客が訪れました。　【５】境内中央に高く積まれた護

ご

摩
ま

木
き

。火が放たれると勢い良く燃え上がり、迫力満点です。　【６】火渡
りの儀式の祈祷で、住職が空に向かって７本の矢を放ちます。この矢を取
るとご利益があると言われており、住職の周りには矢をとろうと多くの方
が集まりました。

　  国道１１２号のひまわりロードでは、ひまわりが約６００メートルにわたって咲き乱れ、道行くドライバーの目を
楽しませていました。（８月２日撮影）　　役場正面玄関（８月２日撮影）　　岩谷十八夜観音付近に咲く八重ひ
まわり（８月１８日撮影）

岩
谷
十
八
夜
観
音
と
は
…

　
岩
谷
十
八
夜
観
音
は
、
飛
鳥
時
代
に
開
か

れ
、
８
３
７
年
に
慈じ

覚か
く

大
師
に
よ
っ
て
再
興
さ

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昔
か
ら
目
の
病
気
を
治
す
神
様
と
し
て
広
く

信
仰
を
集
め
、「
オ
ナ
カ
マ
」
と
呼
ば
れ
る
巫み

女こ

（
青
森
県
で
い
う
イ
タ
コ
と
同
じ
）
の
本
山

と
さ
れ
、
多
く
の
人
が
祈
祷
に
訪
れ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
オ
ナ
カ
マ
は
死
者
と
の
口
寄
せ
や
神
と
の
通

信
な
ど
の
力
を
も
っ
て
い
た
と
さ
れ
、
祈
祷
に

使
わ
れ
た
道
具
や
札
、
絵
馬
な
ど
は
国
の
重
要

有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
町
立
歴
史
民

俗
資
料
館
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

を
ま
き
、
場
を

清
め
た
後
に
火

渡
り
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
訪
れ
た
参
拝

客
は
、
住
職
に

続
き
無
病
息
災

や
家
内
安
全
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
願
い
を
込
め

て
、
く
す
ぶ
り

続
け
る
木
の
上

を
次
々
と
渡
っ

て
い
ま
し
た
。

町の花 ひまわり
今年も元気に咲きました

１

2 3

１

２

３

４ ６

５

１
2 3

24.9.15 4

広報なかやま

5 24.9.15


